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７ 月 の め あ て  

生 活 時間を守って行動しよう 

保 健 汗の始末をしよう 

安 全 水の事故を防ごう 

給 食 清潔に気をつけて食べよう 

清 掃 床の汚れを落とそう 

平成３０年６月２９日（金） 児童数１２３名 

自 分 ご と 

                                                 校長 藤田 成人 

 少しばかり遅くなりましたが，３日の運動会実施に関わっては，保護者の皆さんの全面的なご協力大変

ありがとうございました。すばらしい青空の下，会場の大声援を背に精一杯頑張っている子供たちの姿，

特に，閉会式での立派な態度がとても印象的な運動会となりました。 

＊ 

 子供たちに，どうして忘れ物をしてしまうのか理由を聞いてみると大抵，「かばんに入っていると思っ

て確かめなかったから。」，「ぼーっとしていたから。」，「遊びに夢中になっていたから。」という答

えが返ってきます。そこで，「じゃあ，校外学習や遠足の時は，どうしてお弁当は忘れないんだろう。」

と，少し意地悪な質問をしてみます。さて，子供たちはどんな答えを返してくるでしょう… 

＊ 

 １・２年生の生活科，３年生以上の総合的な学習の時間，この頃では道徳科でもよく耳にする「自分ご

と」というキーワードがあります。「他人ごと」に対する言葉なのですが，目の前の出来事や対象と意識

的に，積極的に関わっている自分の状態を意味します。よく例に挙げるのですが，けんかの場面が一番分

かりやすいと思います。 

 

 けんかをしている子供たちは，本気です。夢中で，真剣になってやっています。もっている語

彙，知識，知っている情報を駆使し，全エネルギーを注ぎます。そして，双方に自分なりの相当な

理由があります。相手を納得させ自分が正しいことを伝えるために必死です。相手が発する言葉

に集中しています。自分の理解や思いと食い違う点があれば，絶対的な自信をもって反論します。

端から見るとどうでもいいことでも，他人ごとではありません。  

 

忘れ物をゼロにするのは簡単ではありませんが，必要な物や宿題などが自分ごとになっていれ

ば，数はぐんと減るに違いありません。 

＊ 

                         運動会前日のテントの組立てや万国旗の設置，当

日の早朝作業に加え，終了後には後片付けからトイ

レ掃除などに汗を流してくださったお父さん，お母

さん方，本当にありがとうございました。やっぱり，

「蓬田の親だぢ，いいなあ。」と思います。自分

ごととして競技や応援に頑張る子供たちと，そ

れを支える「人任せにしない」大人たち！嬉し

くなります。 

 

教育目標 

夢に向かって挑戦し、 
共に生きる子を目指して 

やさしい子 
学び合う子 
たくましい子 

 
     文責 教頭 

▼ 

 

 

 
２日（月）２年校外学習「村探検」② 
３日（火）フリー参観デー 

（２～４校時)
４日（水）リトルJUMP交付式 

４～６年海岸清掃    
５日（木）フットサル教室 
６日（金）委員会活動④ 
９日（月）重点清掃期間～１３日 
     全校４時間授業 

１０日（火）集金日 
全校４時間授業 

１１日（水）joyful朝会 村連P役員会 
１３日（金）大清掃（５校時） 

漢字検定（蓬田中） 
１６日（月）海の日 
１７日（火）朝読５，６年 
１８日（水）校外班会議 
１９日（木）芸術鑑賞教室 

フットサル教室 
２０日（金）１学期終業式 
２１日（土）～８月２３日（木） 
 
 
 
 
２４日（火）村子供会リーダー研修会 
２５日（水）村子供会リーダー研修会 
 
８月 
１８日（土）外ヶ浜防犯球技大会 
２４日（金）２学期始業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月１１日の午前，黒っぽい服装の男の人が 

校舎の周りをうろうろしていたかと思うと，玄

関に入って来るなり怒鳴り始めました。 

 …実は，この方は警察官。不審者の侵入を想

定した避難訓練で不審者役をやってくださいま

した            した。 

避難の実践を

し             した後，「い 

かのおすし」に 

ついてお話をし 

ていただきまし 

た。 

子供たちは， 

真剣なまなざしで警察の方のお話を聞き，「不

審者が来たら，どうすればいいか分かりまし

た。」と，感想を発表しました。 

 今年の６年生は，６月２１日に大倉岳に登り
ました。あいにく雲が厚く，頂上からの景色は
真っ白でしたが，登頂した子供たちの顔は達成
感に満ちていました。   
下山の際には，頂上のお社から聞こえたウグ

イスの声に送られ，全員無事に帰って来まし
た。登山にあたり整備やガイド，サポート，送
迎をしてくださった皆様，ありがとうございま
した。 


